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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仮想画像を生成する方法であって、前記方法は、
　光ビームを接眼レンズの第１の側に向かわせることであって、前記第１の側に向かわせ
ることは、前記光ビームを前記接眼レンズの第１の導波管の中に伝送することを含む、こ
とと、
　前記第１の導波管の１つ以上の第１の回折要素によって、前記光ビームの第１の部分を
前記接眼レンズの第２の導波管に向かって偏向させることであって、前記光ビームの前記
第１の部分は、光の第１の位相に関連付けられている、ことと、
　ランダム化されたパターンを有し、かつ前記接眼レンズの前記第１の側上に配置された
２つ以上の突出部によって、前記光ビームの第２の部分を前記接眼レンズの前記第２の導
波管に向かって偏向させることであって、前記光ビームの前記第２の部分は、前記第１の
位相と異なる光の第２の位相に関連付けられている、ことと、
　前記第２の導波管の１つ以上の第２の回折要素によって、前記光ビームの前記第１およ
び第２の部分の一部を偏向させ、前記仮想画像に関連付けられた出射光ビームを提供する
ことと
　を含み、
　前記出射光ビームは、前記第１および第２の位相に基づいている、方法。
【請求項２】
　前記２つ以上の突出部の前記パターンは、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線
を最小化する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記光ビームの前記第２の部分は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小
化するためのパターン密度を有する前記２つ以上の突出部によって偏向させられる、請求
項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記２つ以上の突出部は、円筒形であり、前記光ビームの前記第２の部分は、前記出射
光ビームによる前記仮想画像の条線を最小化するための直径を有する前記２つ以上の突出
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部によって偏向させられる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記２つ以上の突出部の前記直径は、１０～９００ミクロンである、請求項４に記載の
方法。
【請求項６】
　前記光ビームの前記第２の部分は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小
化するための高さを有する前記２つ以上の突出部によって偏向させられる、請求項１に記
載の方法。
【請求項７】
　前記２つ以上の突出部の前記高さは、１０～５００ナノメートルである、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記２つ以上の突出部によって前記光ビームの前記第２の部分を偏向させることは、前
記第１の部分と前記第２の部分との間の干渉パターンを緩和させる、請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
　光学投影接眼レンズであって、前記光学投影接眼レンズは、
　光ビームを受け取るように構成された第１の側と、
　第１および第２の導波管であって、前記第１の導波管は、前記光ビームの第１の部分を
前記第２の導波管に向かって偏向させるように構成された１つ以上の第１の回折要素を含
み、前記光ビームの前記第１の部分は、光の第１の位相に関連付けられている、第１およ
び第２の導波管と、
　ランダム化されたパターンを有し、かつ前記接眼レンズの前記第１の側上に配置された
２つ以上の突出部と
　を備え、
　前記２つ以上の突出部は、前記光ビームの第２の部分を前記接眼レンズの前記第２の導
波管に向かって偏向させるように配列され、前記光ビームの前記第２の部分は、前記第１
の位相と異なる光の第２の位相に関連付けられており、
　前記第２の導波管は、１つ以上の第２の回折要素を含み、前記１つ以上の第２の回折要
素は、前記光ビームの前記第１および第２の部分の一部を偏向させ、仮想画像に関連付け
られた出射光ビームを提供するように構成され、前記出射光ビームは、前記第１および第
２の位相に基づいている、光学投影接眼レンズ。
【請求項１０】
　前記２つ以上の突出部の前記パターンは、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線
を最小化する、請求項９に記載の光学投影接眼レンズ。
【請求項１１】
　前記２つ以上の突出部は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小化するた
めのパターン密度を有する、請求項９に記載の光学投影接眼レンズ。
【請求項１２】
　前記２つ以上の突出部は、円筒形であり、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線
を最小化するための直径を有する、請求項９に記載の光学投影接眼レンズ。
【請求項１３】
　前記２つ以上の突出部の前記直径は、１０～９００ミクロンである、請求項１２に記載
の光学投影接眼レンズ。
【請求項１４】
　前記２つ以上の突出部は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小化するた
めの高さを有する、請求項９に記載の光学投影接眼レンズ。
【請求項１５】
　前記２つ以上の突出部の前記高さは、１０～５００ナノメートルである、請求項１４に
記載の光学投影接眼レンズ。
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【請求項１６】
　前記２つ以上の突出部の第１の部分は、第１の幾何学的構造に関連付けられ、前記２つ
以上の突出部の第２の異なる部分は、第２の異なる幾何学的構造に関連付けられている、
請求項９に記載の光学投影接眼レンズ。
【請求項１７】
　前記２つ以上の突出部は、格子パターンを有する、請求項１０に記載の光学投影接眼レ
ンズ。
【請求項１８】
　前記２つ以上の突出部の第１の部分は、第１の屈折率に関連付けられ、前記２つ以上の
突出部の第２の異なる部分は、第２の異なる屈折率に関連付けられている、請求項９に記
載の光学投影接眼レンズ。
【請求項１９】
　前記第１の導波管、前記第２の導波管、または両方は、前記２つ以上の突出部の位相、
偏光、または両方に関連付けられている、請求項９に記載の光学投影接眼レンズ。
【請求項２０】
　前記２つ以上の突出部によって前記光ビームの前記第２の部分を偏向させることは、前
記第１の部分と前記第２の部分との間の干渉パターンを緩和させる、請求項８に記載の光
学投影接眼レンズ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本明細書に説明される主題の１つ以上の実施形態の詳細が、付随する図面および下記の
説明に記載される。本主題の他の潜在的な特徴、側面、および利点が、説明、図面、なら
びに請求項から明白となるであろう。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　仮想画像を生成する方法であって、前記方法は、
　光ビームを接眼レンズの第１の側に向かわせることであって、前記第１の側に向かわせ
ることは、前記光ビームを前記接眼レンズの第１の導波管の中に伝送することを含む、こ
とと、
　前記第１の導波管の１つ以上の第１の回折要素によって、前記光ビームの第１の部分を
前記接眼レンズの第２の導波管に向かって偏向させることであって、前記光ビームの前記
第１の部分は、光の第１の位相に関連付けられている、ことと、
　前記接眼レンズの前記第１の側上に位置付けられた２つ以上の突出部によって、前記光
ビームの第２の部分を前記接眼レンズの前記第２の導波管に向かって偏向させることであ
って、前記光ビームの前記第２の部分は、前記第１の位相と異なる光の第２の位相に関連
付けられている、ことと、
　前記第２の導波管の１つ以上の第２の回折要素によって、前記光ビームの前記第１およ
び第２の部分の一部を偏向させ、前記仮想画像に関連付けられた出射光ビームを提供する
ことと
　を含み、
　前記出射光ビームは、前記第１および第２の位相に基づいている、方法。
（項目２）
　前記光ビームの前記第２の部分は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小
化するためのパターンを有する前記２つ以上の突出部によって偏向させられる、項目１に
記載の方法。
（項目３）
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　前記光ビームの前記第２の部分は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小
化するためのパターン密度を有する前記２つ以上の突出部によって偏向させられる、項目
１に記載の方法。
（項目４）
　前記２つ以上の突出部は、円筒形であり、前記光ビームの前記第２の部分は、前記出射
光ビームによる前記仮想画像の条線を最小化するための直径を有する前記２つ以上の突出
部によって偏向させられる、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記２つ以上の突出部の前記直径は、１０～９００ミクロンである、項目４に記載の方
法。
（項目６）
　前記光ビームの前記第２の部分は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小
化するための高さを有する前記２つ以上の突出部によって偏向させられる、項目１に記載
の方法。
（項目７）
　前記２つ以上の突出部の前記高さは、１０～５００ナノメートルである、項目６に記載
の方法。
（項目８）
　光学投影接眼レンズであって、前記光学投影接眼レンズは、
　光ビームを受け取るように構成された第１の側と、
　第１および第２の導波管であって、前記第１の導波管は、前記光ビームの第１の部分を
前記第２の導波管に向かって偏向させるように構成された１つ以上の第１の回折要素を含
み、前記光ビームの前記第１の部分は、光の第１の位相に関連付けられている、第１およ
び第２の導波管と、
　前記接眼レンズの前記第１の側上に位置付けられた２つ以上の突出部と
　を備え、
　前記２つ以上の突出部は、前記光ビームの第２の部分を前記接眼レンズの前記第２の導
波管に向かって偏向させるように配列され、前記光ビームの前記第２の部分は、前記第１
の位相と異なる光の第２の位相に関連付けられており、
　前記第２の導波管は、１つ以上の第２の回折要素を含み、前記１つ以上の第２の回折要
素は、前記光ビームの前記第１および第２の部分の一部を偏向させ、仮想画像に関連付け
られた出射光ビームを提供するように構成され、前記出射光ビームは、前記第１および第
２の位相に基づいている、光学投影接眼レンズ。
（項目９）
　前記２つ以上の突出部は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小化するた
めのパターンを有する、項目８に記載の光学投影接眼レンズ。
（項目１０）
　前記２つ以上の突出部は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小化するた
めのパターン密度を有する、項目８に記載の光学投影接眼レンズ。
（項目１１）
　前記２つ以上の突出部は、円筒形であり、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線
を最小化するための直径を有する、項目８に記載の光学投影接眼レンズ。
（項目１２）
　前記２つ以上の突出部の前記直径は、１０～９００ミクロンである、項目１１に記載の
光学投影接眼レンズ。
（項目１３）
　前記２つ以上の突出部は、前記出射光ビームによる前記仮想画像の条線を最小化するた
めの高さを有する、項目８に記載の光学投影接眼レンズ。
（項目１４）
　前記２つ以上の突出部の前記高さは、１０～５００ナノメートルである、項目１３に記
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載の光学投影接眼レンズ。
（項目１５）
　前記２つ以上の突出部の第１の部分は、第１の幾何学的構造に関連付けられ、前記２つ
以上の突出部の第２の異なる部分は、第２の異なる幾何学的構造に関連付けられている、
項目８に記載の光学投影接眼レンズ。
（項目１６）
　前記２つ以上の突出部は、格子パターンを有する、項目８に記載の光学投影接眼レンズ
。
（項目１７）
　前記２つ以上の突出部の第１の部分は、第１の屈折率に関連付けられ、前記２つ以上の
突出部の第２の異なる部分は、第２の異なる屈折率に関連付けられている、項目８に記載
の光学投影接眼レンズ。
（項目１８）
　前記第１の導波管、前記第２の導波管、または両方は、前記２つ以上の突出部の位相、
偏光、または両方に関連付けられている、項目８に記載の光学投影接眼レンズ。
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